
7北病棟は、脳神経外科・神経内科病棟です。救命救急センターの後方病棟としての役割が大きく脳卒中患

者の多くが救命センターに入院となり急性期を脱した後、当病棟に転棟します。また緊急緩和病床を２床を

有しており在宅での生活が困難になった緩和ケアが必要な患者の受け入れもおこなっています。その他空床

があるときは血液内科・腫瘍内科、消化器内科などの患者も受け入れており色々な技術・処置や経験ができ

ます。

中尾副師長さん

７北は、急性期であり急変

も多く大変な病棟ではある

が臨機応変に対応しみんな

が頑張っている。終わって

ない仕事などを共有しみん

なが助け合って働いている。

病棟全体で看護師同士はも

ちろん医師やリハビリの先

生と仲が良く連携がとりや

すい。

東副師長さん

忙しい病棟ではありますが、

みんなで協力して患者さん

に快適な環境を整えたり業

務を行ったりしている。ま

た、スタッフ間のコミュ二

ケーションを大切にし冷た

い病棟にならないようにし

ている。楽しく働きたいの

で仕事中は真面目に休憩中

は楽しく過ごしオンオフを

しっかり‼

押川師長さん

７北病棟は、命につながる病

気の人や障害が残る方もいて

身体的・社会的・精神的支援

が必要になり看護度が高い。

安全・質の保証・人材育成の

３つの目的のためにパート

ナーシップ制度を取り入れて

いる。スタッフが病棟で働き

やすくなるように多職種のス

タッフや患者さんの話を聞い

てよりよい病棟づくりを心掛

けている。

師長さん副師長さんにお話を聞いてみた❣


